令和８年度「業務改善助成金」申請時の留意点について
令和８年９月
秋田労働局雇用環境・均等室

〇申請期間　令和８年９月１日～10月13日（火）（地域別最低賃金発効日の前日）
　　　　　　　　　　　　　　※10月13日までに労働局に到達のこと
　　　　　　　　　　　　　　　郵送の場合、10月13日必着（消印ではなく到達）
　　　　　　　　　　　　　　　電子申請の場合、10月13日到達（「申請済み」状態）

〇対象企業　中小企業で事業場内最低賃金が時間額1,090円未満の労働者がいること。

〇申請時の留意点
・賃金引上げは、交付申請後（申請書が労働局に到達した後）から、地域別最低賃金発効日の前日までに行う必要があります。
　　注）10月11日から賃上げする場合、10月９日までに申請が必要（10月10日から12日は閉庁日のため。電子申請の場合は、10月10日「申請済み」状態。）
・賃金引上げ対象労働者は、雇用保険被保険者です。
・交付申請後、労働局の交付決定後に、設備の導入等を行っていただきます。
　　※交付決定前の発注、契約は助成金の対象となりません。
・申請書類が揃っていない場合、返戻する場合があります。
　　※申請時必須書類：交付申請書（様式第１号）、国庫補助金所要額調書（別紙１）、事業実施計画書（別紙２）、見積書２者以上、申請前６月分の賃金台帳（写）、労働局長が提出を求める書類

＊上記以外にも留意点がございます。詳細は秋田労働局ホームページでご確認ください。
<フロー>
設備等選定・見積書２者以上取得　→交付申請　→賃金引上げ（賃上げ＋引上げ後の事業場内最賃額と同額を就業規則等に記載）　→労働局の交付決定　→事業実施（設備導入：発注・納品・振込）　→（効果検証）事業実績報告書・支給申請書提出　→労働局の審査後、助成金支払い　→状況報告





	
<主な取組事例（導入設備）>　
「生産性の向上、労働能率の増進に資する」と認められる設備投資等が対象。
生産性向上には、例えば事業場の売上の増加や収益の改善も含まれます。
POSレジ、高機能食洗機、除雪機、高機能冷蔵庫、フォークリフト、自動券売機
議事録作成システム、清掃ロボット、入浴用ストレッチャー　等



